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●セミナー： グローバルに仕事をするとは？

　　　　　　【What is to work globally？】

●日本のビジネスマナー講座

　　　　　　【Japanese Business Protocol】

【目的】

　名古屋大学留学生センターは，在学生の異文化理解

を推進し，世界の人々と共に生き平和に貢献できる人

材をめざした教育を行なうことを，その職務としてい

る。そのために地域と連携しながら日本語教育や教材

研究開発，異文化理解教育，国際交流の推進等の活動

を行っている。近年は学生の就職とそれによる地域産

業への貢献も視野に入れた活動を行うことをめざして

いる。

　グローバル人材養成講座は次のような目的を持っ

て，全学同窓会の支援を受けて行なわれた。

・ 世界を舞台に仕事ができる「グローバル人材」を意

識して，学生に能力育成・準備の手がかりを提供す

る。

・ 地域の組織・企業に優秀なグローバル人材を発掘す

る機会を提供する。

・学生と地域産業の連携を活性化させる。

【報告】

１． セミナー： グローバルに仕事をするとは？
 （添付資料１，２）
　これからの仕事の場は，母国や留学先国に限らず，

世界に広がっているという時代である。在学生たちが

就職を考えるにあたって，世界的視野を持ち準備をす

ることができるよう，同窓生たちの経験を分かち合っ

てもらった。

　セミナーの前半では，国際的に仕事をする４名の名

大同窓生を講師として迎えパネルディスカッションを

行なうことにし，セミナーに先立って４ヶ月ほどの間，

留学生センター担当者とパネリストたちで，電子メー

ルによる議論を進めた。グローバルに仕事をするには

どんな資質や能力，感性や経験が必要かに焦点を絞っ

て資料を準備してもらい，翻訳版も作成して，配布資

料を整えた。

　当日は国籍10カ国にわたる在学生が参加し，通訳も

入って日本語・英語で会を進めた。

　在タイ多国籍企業勤務のプラワット・ピエンチャ

ルーンさん（1991年工学研究科修了），在名古屋の商

社勤務齋藤イヴォナさん（1998年日本語・日本文化研

修コース修了），ベトナムと日本の研修交流に携わる

チャン・アイン・チュンさん（2000年同上コース修了），

在東京コンサルタント会社勤務のガストン・ヨシムラ

さん（2005年経済学研究科修了）は，それぞれの立場

から，世界の人々と連携して仕事をするために必要な

知識・技能・人間性について述べ，学生時代に五感を

駆使してあらゆることを実体験すること，経済格差や

民族差別など厳しい現実に直面する中で，出会いを大

切に目標に向かって進むことなどの重要さを伝えた。

　プラワット・ピエンチャルーンさんはグローバルに

働くことは「全く予期していないような質問を受けた

り，考えてもみない状況に日々ぶつかること」と述べ，

マニュアルだけに頼るのでなく臨機応変に考える力を

つけることの大切さを述べた。日本でガソリンスタン

ドでの仕事中失敗をした時に客に「ベトナム人，汚

い！」とののしられた経験を紹介したチャン・アイン・

チュンさんは，「自分の目標があり，それをしっかり

持っていれば前へ進める」と語った。吉村ガストンさ

んは日系というアイデンティティーが与えた影響につ

いて述べ，国籍を超えて考え行動することの大切さを

述べた。齋藤イヴォナさんは学生時代に勉強は勿論ア

ルバイトや旅行を通して多くの経験を積んだことがそ

の後の強さにつながっていると述べた。育児休暇中の

齋藤さんに参加していただくため留学生センターでベ
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ビーシッターを準備する予定であった。しかし赤ちゃ

んはお母さんと一緒が落ち着くようで，膝に抱かれて

共に登場してくれた。女性が子どもを産み，その後も

ごく自然に活躍する様子は在学生たちの励みにもなっ

たであろう。

　後半はパネリストを囲んでグループ討論をした。入

場の時に名札につけてあった色別に，ひとつのグルー

プ10人弱ぐらいで４グループに分かれ，パネルの内容

をさらに深める話し合いをした後，各グループから一

人ずつが話し合いの内容を簡単に紹介した。パネリス

トをより身近に感じ，話を自分のものにするよい機会

となった。

　最後に，学生相談総合センターの就職相談部門から，

今後の就職活動の進め方についてアドバイスがあっ

た。資料が配布され，就職相談室の利用についても案

内があった。

　すべての討議を日本語と英語を使って行なうには，

通訳との打ち合わせや資料全体の二言語化など準備に

時間を要した。通訳の能力が高かったため時間のロス

が少なくてすんだが，それでも，実際のセミナーは非

常に短く感じられた。参加していた学生たちの顔ぶれ

を見ると，日本語が必要だったのはほとんど日本人学

生だけだったと思われる。今後日本人学生の英語力が

のびれば，この種のセミナーは英語だけで行なうこと

ができ，かなり効率的になるであろう。そもそもグロー

バルに仕事をするには，現在の世界では英語運用能力

は必須である。

　参加者からの意見には「同窓生の生の声を聞くこと

によって就職が身近に感じられた」「国籍の壁を常に

感じている自分にとっては賛成できない論点もあった

が，それも含めてグローバルに仕事をすることについ

て考えるよい機会となった」などがあった。

　学生たちが将来像を描き，世界で活躍するための準

備をしていく貴重な機会となった。

２．　ビジネスマナー講座（添付資料３）

　留学生センターで毎期行っている「日本の習慣とマ

ナー」のワークショップの中で，これまでにも一部ビ

ジネスに通用するマナーをとりあげることがあった

が，今回は初めての試みとしてビジネスマナーに特化

した講座を持った。学生相談総合センター就職部門か

ら紹介していただいた同窓生に講師をお願いした。特

に日本企業・会社に就職することを視野においた講座

とした。ここを原点として多国籍企業について，また

は外国企業について考えていくきっかけとした。

　この講座でも前もって講師から資料を提供してもら

い，その英語訳を作成し，二言語による配布資料を作

成した。

　多国籍の学生および大学スタッフの参加があり，マ

ナーの基本である「相手を尊敬する」から始まって名

刺の扱い方や服装，表情にいたるまで様々な視点が紹

介された。話し合いの中では，参加者から様々な観点

が出され，多文化の文脈で共に学ぶことそのものが非

常によい機会になることが実感できた。

【今後に向けて】

　留学生センターが，国際的に活躍できる人々の育成

のため，「留学」をキーワードに教育指導を行なう中で，

就職は大きな位置をしめていくであろう。地域産業と

受入れ留学生・帰国留学生の進路を繋げることも意識

しながら活動していきたい。
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添付資料１
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添付資料２
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添付資料３


